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 グローバル R&D 体制の強化  

資生堂は、「VISION 2020」の一環として、イノベーションを実現する研究開発投資の拡大を進めています。グロ

ーバルレベルでの研究開発力の最大化に向け、主に基礎・基盤研究や新領域の研究を担う日本のイノベーショ

ンセンターをハブとし、現地のお客さまに適合した価値開発を行う海外各地域の研究開発拠点をスポークとする

「ハブ＆スポーク体制」を整備し、世界中のお客さまへの最適な価値提供を実現します。 

具体的には、横浜市に新研究所「グローバルイノベーションセンター(仮称)」を設立するとともに(2018 年末稼動

開始予定)、米州、欧州、中国、東南アジアの各イノベーションセンターの規模を順次拡大し、徹底した各地域の市

場調査、お客さまの肌・化粧行動・意識の研究を行うとともに、現地マーケティングとの連携も強化して、現地のお

客さまのインサイトを捉えたイノベーティブな製品開発を実現していきます。さらに 2020 年度には、全世界の研究

所の人員を現在の約 1,000 名から 1,500 名規模まで拡大するとともに、研究開発費を対売上高比率で現在の 1.8%

から 2.5%まで拡大します。 

 

 

 

 

 

 

 


